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内容

現象解析の初期段階において多変数間の関係を見る道具として一般に広
く使われているものとして相関係数行列がある。しかし、それには次の２つ
の大きな欠点がある。
（１） カテゴリ変数が扱えない
（２） 非線形関数関係が扱えない
本ソフトは、変数間に成り立つモデルの赤池情報量基準（ AIC ）を考えるこ
とにより
（１）´ カテゴリ変数が扱える
（２）´ 非線形関数関係が扱える
ようにした汎用ソフトである。

ファイル

1. Visualize.infoStat_ver_1.2.R
2.   AIC-based_Tool4DataVisualization.pdf
3. サンプルデータフォルダ
4. 出力結果見本フォルダ



離散連続混在データの散布図行列

Discrete.1‘ｂ Discrete.2' Cont.1' Cont.2'

1 2 0.1 1

1 1 0.3 0.9

1 1 0.4 0.8

1 1 0.5 0.7

2 2 0.5 0.6

2 2 0.4 0.5

2 2 0.3 0.4

2 1 0.1 0.3



散布行列要素の評価

★

CATDAP01(坂元他、1983)の図にならったものであるが、散布図行列の配置に合わせて目的変数と説明変数の配置を逆に
してある。



離散目的変数・離散説明変数の場合

る。の間に関連ありと考えと変数

は説明変数として有効　なら変数
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連続目的変数・離散説明変数の場合
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離散目的変数・連続説明変数の場合

る。の間に関連ありと考えと変数
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本来、logistic モデルのような「判別モデル」を利用すべきであるが、ＣＡ
ＴＤＡＰ２の「標準装備」である、実数値データ離散化機能を利用して。。。
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